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「祖父まご会」 ビルマ独立を支援した日本！ 2010/03/26 07:38 

従軍した吉野秀一郎氏が体験談  
  

  「白馬の将軍が救世主として現れる」 

  このビルマ伝説に応えた日本軍！ 

  
 佐波優子さんらが主宰する「祖父達の戦争体験をお聞きする孫の会」が22日、世田谷区自由が丘の和風スタジオ・天野屋で開

催され、約40人の参加者が三時間にわたり講師の体験談を真剣に聞いた。 
  
   この「祖父まご会」は二月の中條高徳氏・西村慎吾氏に次いで四回目。講師はビルマ戦線に従軍した練馬区在住の吉野秀一

郎氏で、氏は90才とは思えない鮮明な記憶力でインパール作戦をはじめ現地での体験を元気な声で熱っぽく語っていた（ニュー

ス調ここまで）。 
  

 
ビルマでの戦争体験を語ってくれた90才の元気な吉野秀一郎氏  

  
   私は孫ではなく講師の子供の世代になりますが、ちょうど時間の都合がついたので出かけてきました。隣の席でビデオが回っ

ていたので、そのうち動画がアップされると思いますが、いや～その鮮明な記憶力には驚きました。メモ無しで日にちまで覚えて

いるうえに、会場からの別の戦地の質問にも適確に応えていたのには感心しました。 
  
   2月24日のエントリー「佐波優子さんからお願い」でも紹介しましたが、ビルマ戦線から生還した元日本軍将兵に対して、冷た

い言葉がなげられ「わしらが戦争でしてきた事が、こんなにも憎まれているんやなあ」と落ち込んでいると聞いて、私はその左翼

に頭に来ていました。 
  

 
開会で挨拶する佐波優子さんと和室の会場スナップ  

  
   今回は、そのビルマ戦線に従事した方の話というので良い機会だと思って参加したわけです。ここでは講演の本論は動画に譲

るとして、私が質疑応答の時間に「ミャンマーが何故親日的なのか教えて欲しい」と質問したのに対し、吉野さんが応えた内容を

骨子で紹介します。 
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・ビルマは永い間イギリスの植民地支配を受けていたが、イギリス人はビルマ人を奴隷扱いして、一緒に食事も取ったことはなか

ったといいます。ところが日本軍はビルマ人に対等に接し、いつも一緒に食事を取っていた。この姿勢の違いがあったと思う。 
  

 
  

・また、ビルマには伝説があって、今はイギリスの下で奴隷生活を強いられているが、やがては白い馬に乗った将軍が東から来

て我々を救ってくれる、と信じられていたのです。そこにビルマに進駐した日本軍の鈴木敬司大佐が、本当に白い馬にのって現

れたものですから、ビルマの人は「これは大変なことだ」とその歓迎ぶりは凄かったのです。 
  
・その歓待ぶりは、我々日本軍をみると、水とか砂糖（固まり）、おこわ（赤飯）、天ぷらなどを頭に載せて（現地ではこうしてものを

運ぶ）持ってきて、「食べろ、食べろ」と凄いもので我々には本当に有り難かった。「救いの神が現れた」ということでしょう。 
   

 
  

・進駐する以前から鈴木大佐率いる「南機関」がいろいろな工作をしていて、アウンサン・バーモウなどの「三十人の志士」に独立

運動の支援や軍事訓練などを行ってきたという事情もある。だから我々がビルマに進駐してから祖国解放のための独立義勇軍

に志願する人が急速に増え、多くの人が立ち上がってイギリスをビルマから追い出した。 
  
・もう一つの要因としては、ビルマは国民の80％が仏教徒という国です。この人達は、生きているうちに他の人に親切にしていれ

ば、来世では必ず仏様が助けてくれるという信仰心が厚い人達です。だからビルマ人は自分が一生懸命働いて得た収入も平気

で寺院に寄付する、仏様に金箔を塗るために寄付する、そのためには自分が貧しくても構わない、という国民性があると云うこと

です。  
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 この吉野さんの発言は、私が認識し理解してきたものと全く同じですが、やはり書物などから得る知識と、実際に体験された方

から直接云われるのでは説得力が全く違いますね。それと吉野さんは武器も食料もない厳しい体験談を話されるときも、あまり

悲壮感を感じさせずに淡々と説明してくれたのが良かったです。 
  
 酷い言葉を投げかけた左翼に云いたい。日本軍は悪いことをした、東南アジアに迷惑を掛けたと今でもいっている左に傾いた

日本人の諸君。何故、これほど日本軍は歓喜で迎えられたのか、理由を云ってみろと。ビルマの独立宣言を読め、上記の「軍艦

マーチ」が今でも伝えられ毎年独立記念日に演奏されている事実をどう思うのか。少しは自分の頭で考えろ！と。  
  

  

   
  

●浜田幸一氏が署名呼びかけ 小沢幹事長に辞めてもらいましょう！！3月31日まで 
●注目・名作映画 "唯一の地上戦"と８月１５日の後で（氷雪の門）  1/3  2/3  3/3   

  

 
  

・自虐史観を吹き飛ばす映画「凛として愛」の拡散にご協力下さい。  
・DVDはこちらでお求め下さい。 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

 これが正しい歴史、日本が好きな日本人は必見！ 

   ●ニコ動画版 凛として愛 ニコ1/3 2/3 3/3  
   ●you tube版    凛として愛 1 2 3 4 5 6 7  
   ●誇り～伝えよう日本のあゆみ～ 1/3 2/3 3/3 
   ●日本の童謡をいつまでも ふるさとーJAPAN 
   ●NITABOH 仁太坊-津軽三味線始祖外聞 
   ●日本がアジアに残した功績 
   ●真実はどこに・・・ 
  
  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー    

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(14) 
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タグ： 祖父まご会  佐波優子  吉野秀一郎  ビルマ  日本軍  鈴木敬司大佐  アウンサン  バーモウ  三十人の志士独立義

勇軍   

コメント(14) 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2010/03/26 08:38Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース 【正論】京都大学名誉教授・市村真一  

 
希望的観測では首相は務まらぬ 

 
 永田町界隈の風刺話を聞いた。「東京には、正体不明の怪鳥がいる。日本人はサギだ

と言うが、中国人はカモと見、米国人はチキン、欧州人はアホウドリだと言う。本人はハト

（鳩）と言い張っているが、おれは日本のガンだと思う…」と。ワシントンの日本人社会が

発信源だとか…。 

 
 ≪「政治哲学」に見逃せぬ誤り≫ 

 
 日本政治の迷走の根因は、鳩山由紀夫首相である。小沢一郎幹事長の問題はしばらく

おく。首相は、日本を取り巻く国際環境とわが経済力を冷厳に直視できず、適切な軍師の

助言も得ていない。それは首相の「私の政治哲学」（『Ｖｏｉｃｅ』誌）と就任後の言動から

明々白々である。 

 
 鳩山論文は一見理想主義的に見えるが、見逃せぬ重大な誤謬（ごびゅう）が経済と政

治の両面にある。経済では、今の金融危機を米国の市場原理主義のせいと論じた。だが

それは一因で、日米の長期不況には他の複雑な要因がある。その論は単純すぎ、反米ト

ーンが強すぎる。 

 
 政治でも、日米同盟は日本外交の基軸だと書きつつ、数年前に主張した「駐留なき安

保」を否定しなかった。記者に問われて初めて「封印する」と語った。国際政治の認識不

足を自認したのだ。（後略） 

 
http://sankei.jp.msn.com/politics/policy/100326/plc1003260323001-n1.
htm  

 

2010/03/26 12:39Commented by gabacho さん 

吉野秀一郎氏はインパール作戦の生き残りですか。とても貴重なお話を紹介していただ

き、ありがとうございます。 

 
鳩山総理の幸夫人が、公邸で韓流スターのイ・ソジン（うがい薬ではありません）を接待し

ていたと、自民党の山本一太議員が追求していました。 
私用を公邸で行うなんて公私混同も甚だしいですが、夫婦揃ってガンですね。 

 
そのイ・ソジンは民団の広報大使をしていると聞いて、そんな奴を公邸に引き入れる行為

は、まさに外患誘致罪に相当すると思います。 
夫婦揃って公人としてのセンスを欠いている姿は見苦しいですね！  

 

2010/03/26 14:08Commented by 花うさぎ さん 

To gabachoさん こんにちは。 
 
>吉野秀一郎氏はインパール作戦の生き残りですか。 
 
あっ、彼は衛生兵として従軍したそうで、直接には戦闘には参加していないようです。 

 
>私用を公邸で行うなんて公私混同も甚だしいですが、夫婦揃ってガンですね。 
 
歴代ファーストレディとしては「最低！」ですね。 

 
>そのイ・ソジンは民団の広報大使をしていると聞いて、そんな奴を公邸に引き入れる行

為は、まさに外患誘致罪に相当すると思います。 
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え～、それは知りませんでした。ふざけてますね、街宣かけたいくらいですよ。  

2010/03/26 18:35

Commented by hikonoobaba さん 

「ジャワは極楽、ビルマは地獄、生きて帰れぬニューギニア」と兵隊さんたちが

言っていたという話を最近、聞きました。 
私も花うさぎさん同様、兵隊さんたちは親の世代です。戦場の話を子供時代か

ら何度も聞き、そのたびに胸をかきむしられる思いをしました。ですから、左のバカの神経

が私には理解できません。 
戦場に散華された兵隊さんになぜ、感謝のことばが出ないか？実に教育をは恐ろしいで

すね。なさけない。  

 

2010/03/26 20:08

Commented by 花うさぎ さん 

To hikonoobabaさん こんばんは。 
 
>ですから、左のバカの神経が私には理解できません。 

 
激しく同意！です(^^)。 
 
>戦場に散華された兵隊さんになぜ、感謝のことばが出ないか？実に教育をは恐ろしい

ですね。なさけない。 

 
いくら教育で洗脳されたとはいえ、聞く耳を持って素直に受け止め、自分で調べ直せば容

易に分かる事ばかりです。バカでなければ確信犯なんでしょう。 

 

2010/03/26 20:09Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース チャンネル桜の番組改編 

 
四月からチャンネル桜の出演者がかなり変わるようです。先の皇位継承討論で私が違和

感を感じた高森氏、小林よしのり氏ほかが降板、変わって待望の青山繁晴氏の番組が始

まります。 

 
気がつきませんでしたが、小林よしのり氏の発言にもウソがあったのですね。女系容認論

者総崩れではないですか？。詳しくは以下の番組を。 

 
http://www.youtube.com/watch?v=06kW8Z1d8kk&feature=youtube_gd
ata 

 

2010/03/26 21:05Commented by iza53yappii さん 

花うさぎ様、いつも素晴らしい記事有難うございます。 
ところで 

http://www.youtube.com/watch?v=06kW8Z1d8kk&feature=youtube_gd
ata 
↑が見れなかったのですが…消されたんでしょうか？ 
最近の小林よしのりさんは「ゴーマン化してよかですか？」 
でなく本当に傲慢に見えます(._.) 
女系論の方は拙速な女系は危険なので、警鐘を鳴らすために敢て騒いでいるとも耳には

さんだのですが。とにかく青山さんが好きなので上記ニュースは大歓迎。 

 
おじい様方が生きておられるうちに覚醒しないと申し訳ないですね。 
佐波さんはいつも素敵です。（*^_^*） 
前回夫婦別姓危険性の一般の方への訴え方教えて頂き有難うございました。  

 

2010/03/26 21:20Commented by 花うさぎ さん 

To iza53yappiiさん こんばんは。 
 
>↑が見れなかったのですが…消されたんでしょうか？ 
 
今やってみたら問題なく見られますよ？。 

 
>でなく本当に傲慢に見えます(._.) 
 
まあ。著名論客をぶった切りにして注目を集める手法は変わりませんが、ここに来てボロ
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がモロに出てますね(^^；。 
 
>おじい様方が生きておられるうちに覚醒しないと申し訳ないですね。 
 
本当ですよ。全国でミニ会が出来たらよいですね。 

 
>佐波さんはいつも素敵です。（*^_^*） 
 
日の丸をバックにした彼女の自衛官の制服姿に参ってしまいました。優しい言葉使いのな

かにも凛としたポリシー、行動力がありますね。応援しましょう。 

 
>前回夫婦別姓危険性の一般の方への訴え方教えて頂き有難うございました。 
 
いえいえ。でも国会議員のなかにも「選択制」なら良いのじゃないの？というヘタレが多い

ということです(^^；。 

2010/03/27 01:39

Commented by kenzo1348 さん 

花うさぎさん、こんばんは。 

 
中川昭一公式サイトに久し振りの更新がありました。 

 
http://www.nakagawa-shoichi.jp/mynews/detail/20100324_507.html 
 
慎み深くも、気高い中川郁子さんの「中川昭一カレンダー２０１０」に関する感謝の一文で

す。  この人がこの国のファーストレディだったらどんなに救われる事か。。。。。。。。 

 
又、涙が出てしまった。  

 

2010/03/27 04:39

Commented by 花うさぎ さん 

To kenzo1348さん おはようございます。 
 
>中川昭一公式サイトに久し振りの更新がありました。 

 
おっ、情報感謝です(^^)。 
 
>この人がこの国のファーストレディだったらどんなに救われる事か。。。。。。。。 
 
私の頭の中ではそうなるはずだったのですが。「日本が危ない」の意味が判ってきた、と

書かれているのですから、自ら国政の場に打って出て欲しいですね。 

 

2010/03/27 08:35Commented by gabacho さん 

To 花うさぎさん  
 
>>そのイ・ソジンは民団の広報大使をしていると聞いて、 
> 
>え～、それは知りませんでした。ふざけてますね、街宣かけたいくらいですよ。 
 
『ウィキペディア（Wikipedia）』 によりますと、 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%BB%E3%82%BD%
E3%82%B8%E3%83%B3 
この項目では、大韓民国の俳優について記述しています。うがい薬については「イソジン」

をご覧ください。 という、面白い記述に続き、 
2010年2月、韓国民団広報大使となる。 とあります。  

 

2010/03/27 08:53Commented by 花うさぎ さん 

To gabachoさん おはようございます。 
 
>2010年2月、韓国民団広報大使となる。 とあります。 
 
情報感謝です。 

 
異常なほどの親密な関係ですね、鳩山首相夫妻とは。そんなに韓国が好きならそろって

帰化して日本を出て行ってくれ、という思いです。 
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2010/03/27 12:43Commented by amomo さん 

貴重なお話ありがとうございました！ 
私の夫の祖父がやはりこのインパール作戦に出征していて当地でマラリアで 
亡くなっています。今夫とともに読んでいます。 
昨年お盆に靖国へ行き、ビルマ戦線が悲惨なものであったことを改めて知りました。その

一方でこのようなビルマ解放の意義を出征された方からお聞きすると胸のつかえが少し

軽くなりました。 
祖父の軍歴証明を県に問い合わせに行ったのですが、陸軍の履歴はGHQの戦犯狩りを

恐れて殆ど残っていないと言われました。本人が申告しないままで 
記録のない方も多いそうです。幸運にも祖父の足取りはたどることが出来ましたが、戦死

後恩給が出るまで8年かかってました。（GHQに配慮） 
敗戦と占領ということはどういうものなのか、私たちは茫然として県庁を 
後にしました。 

 
 
 

 

2010/03/27 13:36Commented by 花うさぎ さん 

To amomoさん こんにちは。 
 
>私の夫の祖父がやはりこのインパール作戦に出征していて当地でマラリアで亡くなって

います。今夫とともに読んでいます。 

 
そうですか。身近な話題ですね。講師の話にも出てきたのですが、戦死された日本軍将

兵で敵弾で亡くなった方はごく一部、ほとんどがご指摘のマラリアをはじめとした病死、そ

れと餓死という話でした。せめて武器弾薬、食料、医薬品も充分にある状態で戦って欲し

かったと思います。 

 
>その一方でこのようなビルマ解放の意義を出征された方からお聞きすると胸のつかえ

が少し軽くなりました。 

 
やはりこういう話をされるときの講師の表情は明るかったですよ。 

 
>幸運にも祖父の足取りはたどることが出来ましたが、戦死後恩給が出るまで8年かかっ

てました。（GHQに配慮） 
 
それは大変でしたね。英霊を国が報いるのに何を遠慮するのだと思うのですが、当時の

社会の空気とはそういうものだったのでしょう。 

 
>敗戦と占領ということはどういうものなのか、私たちは茫然として県庁を 
>後にしました。 
 
戦争期間の倍の占領期間って、ドイツと比較しても異常です。本当に日本軍将兵の頑張

りに恐れを抱き、その復活阻止に向けてあらゆる仕掛けを置いていったのでしょう。それ

がいま正に完成しようとしていますが。 

 
貴重なお話、ありがとうございました(--)。  
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